
「南海・東南海地震の前兆現象検出精度
向上のための共同研究」の紹介
松本則夫（地震地下水研究チーム）・今西和俊（地震発生機構研究チーム）

１．はじめに

南海地震・東南海地震は今後 30 年間の発生確率が 60-70％と推定され，その被害

は中央防災会議（2003）によって，最大で死者 1 万 7000 人以上，経済的損失は 57
兆円と予測されています．産業技術総合研究所（産総研）では，2006 年から南海地

震や東南海地震の発生を予測する研究を行う目的で，紀伊半島～四国周辺に 14 か所

の地下水等総合観測点を整備しました [ 図 1 と図 2；小泉ほか（2009）]．この観測

施設では地下水位，地下水温，地殻歪や地震波の測定を行っており，リアルタイム

で産総研までデータを転送しています．
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図 1　産総研が設置した地下水等総合観測点（■）および防災科研Hi-net の観測地点（○）．
赤点は気象庁一元化震源カタログに含まれる深部低周波地震．深部低周波地震は深部低周波
微動の一部で，孤立的に発生していることから通常の震源決定法で震源が決定できたもので
す．地形データは岸本 (1999) を利用しました．
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図 2　地下水等総合観測点を構成する 3本の孔
井とそれぞれの孔井における観測項目．
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地下水等総合観測点における重要な研究目的の 1
つが「短期的ゆっくりすべり」の観測および解析で

す．短期的ゆっくりすべりは南海・東南海地震の想

定震源域のプレート境界の深部延長部分で年に数

回発生しています．短期的ゆっくりすべりの大きさ

や発生頻度を継続的に詳細に明らかにすることは，

南海・東南海地震の予測に大きく貢献します．たと

えば，南海・東南海地震が近づくにつれて，固着し

ている想定震源域の応力の蓄積の状態を反映し，短

期的ゆっくりすべりの発生間隔・大きさなどが変化

する可能性がシミュレーションによって示されて

います [Shibazaki and Shimamoto（2007）]．また，短

期的ゆっくりすべりが通常発生している南海・東南

海地震の想定震源域の深部延長部分から想定震源

域に近づくあるいは想定震源域内に移動した場合，

大地震を誘発するかもしれません [たとえば小泉ほ

か（2009）]．さらに，短期的ゆっくりすべりによっ

て，その場所のプレート沈み込みによる歪の蓄積が

どのくらい解消しているかを知ることも，長期的な

南海地震・東南海地震予測に必要です．私たちは，

地下水等総合観測施設の地殻歪データによって短

期的ゆっくりすべりの発生位置を推定することに

成功しており [北川ほか 2009; Itaba et al, 2010]，東

海地震予知を取り扱う地震防災対策強化地域判定

会委員打合会（判定会）や地震予知連絡会等で短期

的ゆっくりすべりの発生状況について報告してい

ます．

短期的ゆっくりすべりは防災科学技術研究所（防

災科研）の Hi-net の一部である高感度加速度計（傾

斜計）によってはじめて観測され [Obara and Hirose, 
2004]，また，短期的ゆっくりすべりとほぼ同じ場

所で通常の地震よりも低い周波数の波を発生する

深部低周波微動が防災科研によって発見されてい

ます [Obara, 2002]．防災科研による深部低周波微

動や短期的ゆっくりすべりの解析結果が地震調査

委員会や判定会などで随時報告されています．

防災科研の Hi-net 観測点は全国で 800 点近くあ

り，図 1 に示すとおり南海・東南海・東海地震の想

定震源域付近や短期的ゆっくりすべりの発生域に

おいても観測点が高密度に分布しています．一方，

産総研が設置した地殻活動総合観測装置（多成分歪

計）は傾斜計に比べ感度が高く，さらに，短期的ゆっ

くりすべりを示す地殻変動データと区別がつきに

くい降雨の影響に関しては，傾斜計に比べて小さい

という特徴を持っています．産総研の多成分歪計

データと防災科研の傾斜計データを共有すること

により，短期的ゆっくりすべりをより高度に解析す

ることが可能になり，南海・東南海地震の予測精度

向上に寄与することが期待されます．

活断層・地震研究センターでは，1）産総研・防

災科研の地殻変動データ等のリアルタイム交換シ

ステムの開発・設置，2）臨時・定常観測地震計ア

レイによる深部低周波微動発生メカニズムの解明，

3）傾斜計・多成分歪計・地下水・地震計データを

用いた総合的な短期的ゆっくりすべり解析手法の

開発，4）短期的ゆっくりすべりの自動検出システ

ムの作成を目的として，今年度から産総研の理事長

配分研究として「南海・東南海地震の前兆現象検出

精度向上のための共同研究」を開始しました．

今年度は以下の項目について研究を実施中です．

1. 防災科研とのリアルタイムデータ交換装置の

設置

産総研の観測データと防災科研の傾斜計データ

を，閉域 VPN 網を用いて相互にリアルタイムで交

換するシステムを作成中です．2010 年度末を目途

に双方のデータの交換を開始します．

2. 三重県松坂市飯高地区に地表地震計アレイを

設置　

松坂市飯高地区周辺は深部低周波微動の活動が

活発です．この地区には地下水等総合観測点を設

置しており（図 1 の ITA 観測点），3 深度（600m 孔，

200m 孔，30m 孔）で地震観測を行っています（図 2；
今西ほか，2009）．この観測によって，従来では検

出不可能な微弱な深部低周波微動を観測すること

が可能になりました（今西・武田，2010）．深部低

周波微動の詳細な震源分布の決定や微動発生メカ

ニズムの研究を行うために，2010 年度末までに飯

高地区に約 40 点の臨時観測点で構成される地表地
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図 3　三重県松坂市飯高地区における臨時地震観測点分布．”ITA” は地下水総合
観測点で，3つの異なる深さでの定常地震観測を行っています．

震計アレイを設置します（図 3）．これにより 3 次

元アレイによる深部低周波微動の観測が実現され，

精度を上げたデータ解析が可能になります．

3. 産総研の歪計・傾斜計を用いた短期的ゆっく

りすべりの位置決定手法の開発

産総研の地下水等総合観測点の一部に防災科研

Hi-net と同じ仕様の傾斜計を設置しています．防

災科研との観測データ交換に先立ち，産総研の傾

斜計データと多成分歪計データ双方を用いて短期

的ゆっくりすべりの位置決定を行う方法の開発を

行っています．

本研究を遂行することにより，防災科研の傾斜

計データと産総研の各種データを統合して短期的

ゆっくりすべりの解析を行うことが可能になりま

す．防災科研と共同して統合解析をおこない，地震

調査委員会，判定会や地震予知連絡会へ解析結果を

提供し，社会に貢献したいと考えております．
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外部委員会等 活動報告（2011 年 1 月）

2011 年 1月 6日
原子力安全・保安院　地盤耐震意見聴取会（吾妻出席 /経済産業省）  
敦賀発電所原子炉設置変更許可申請に係わる耐震安全性について 

2011 年 1月 11日
地震調査委員会（岡村出席 /文科省）  
 
2011 年 1月 18日
試験研究用原子炉施設耐震安全性評価妥当性確認WG 地質・地震動サブ（岡村・杉山出席 /文科省）  
新耐震指針に照らした試験研究用原子炉施設の耐震安全性評価について．
 
2011 年 1月 19日
地震調査研究推進本部地震調査委員会　第 103回強震動評価部会（粟田出席 /東京都千代田区）  
長期評価と予測震度分布，長周期地震動の予測，強震動予測評価手法の高度化について．

2011年 1月 24日
地震防災対策強化地域判定会委員打合せ会（小泉出席 /気象庁）  
東海地方周辺の最近の1ヶ月のデータを持ち寄って検討し，東海地震発生可能性について協議した．

2011年 1月 25日
地震調査研究推進本部地震調査委員会長期評価部会第 5回活断層分科会（吉岡出席 /東京）  

2011 年 1月 26日
地震調査研究推進本部地震調査委員会第 165回長期評価部会（吉岡出席 /東京）

2011年 2月 発行 問い合わせ　〒 305-8567 　茨城県つくば市東 1-1-1  中央第 7事業所
Tel: 029-861-3691　Fax: 029-861-3803
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